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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】液晶表示パネルのカラーフィルタ基板の裏面に
検出電極もしくは検出電極及び走査電極を形成する静電
容量式タッチパネルセンサー一体型液晶表示パネルにお
いて、電極の断線を抑え、大画面化を可能とする製造方
法を提供する。
【解決手段】座標検出用電極として走査電極２３と検出
電極２８を有する液晶表示パネルであって、カラーフィ
ルタ基板１２の一の面の検出電極２８の上に、鉛筆硬度
が４Ｈ以上８Ｈ以下の電極保護層２９を有し、電極保護
層２９は、少なくとも（Ａ）光重合開始剤、（Ｂ）重合
性多官能モノマー、（Ｃ）シランカップリング剤を含有
する透明樹脂組成物から形成され、前記透明樹脂組成物
の酸価が、０．５～２．０ｍｇＫＯＨ／ｇの範囲である
液晶表示パネルである。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　座標検出用電極として複数の走査電極と複数の検出電極を有する液晶表示パネルであっ
て、カラーフィルタ基板の一の面に形成される前記走査電極及び前記検出電極の上に、鉛
筆硬度が４Ｈ以上８Ｈ以下の電極保護層を有することを特徴とする液晶表示パネル。
【請求項２】
　前記電極保護層は、少なくとも（Ａ）光重合開始剤、（Ｂ）重合性多官能モノマー、（
Ｃ）シランカップリング剤を含有する透明樹脂組成物から形成され、前記透明樹脂組成物
の酸価が、０．５～２．０ｍｇＫＯＨ／ｇの範囲であることを特徴とする請求項１に記載
の液晶表示パネル。
【請求項３】
　前記（Ｂ）重合性多官能モノマーは、カルボキシル基を含有することを特徴とする請求
項２に記載の液晶表示パネル。
【請求項４】
　前記電極保護層が、スクリーン印刷によるパターン形成工程と、高圧水銀灯による硬化
工程により形成されることを特徴とする請求項１から請求項３のいずれか１項に記載の液
晶表示パネル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、タッチパネルセンサー（接触座標検出装置）を備えたカラー液晶表示パネル
に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、携帯電話や携帯情報端末などの電子機器の操作部にはタッチパネル（座標検出装
置）方式が採用されている。タッチパネルの検出方式には、抵抗膜方式、静電容量方式、
超音波方式、光学方式等があり、これまでは、製造コストの点で比較的優れていた抵抗膜
方式が主流であった。しかし、２枚の透明導電膜の間に空気層を設ける構造を有する抵抗
膜方式タッチパネルは、光学特性（透過率）が低く、耐久性や動作温度特性においても充
分とは言えないため、改良が求められてきた。
【０００３】
　一方、可動部分を有しない静電容量方式タッチパネルは、光学特性（透過率）が高く、
耐久性や動作温度特性においても抵抗膜方式より優れているため、特に車載用等の高信頼
性用途に向けて開発が進んでいる。静電容量式タッチパネルは、表面型（ｓｕｒｆａｃｅ
　ｃａｐａｃｉｔｉｖｅ　ｔｙｐｅ）と投影型（ｐｒｏｊｅｃｔｅｄ　ｃａｐａｃｉｔｉ
ｖｅ　ｔｙｐｅ）に大別でき、１０型（２５．４ｃｍサイズ）以上の大型品に表面型が、
携帯機器向けの６型以下の小型品に投影型が使われる場合が多い。電極板の構造が単純な
表面型は、大型化し易いが、２点以上の接触点を同時に検知することは困難である。一方
、電極板の構造が複雑な投影型は、大型化には不利であるが、２点以上の接触点を同時に
検知することが可能である。
【０００４】
　座標検出を行う静電容量式タッチパネルセンサー２０は、カバーガラス３１と液晶表示
パネル１０等のフラットパネルディスプレイと間に、粘着層３０Ａ，３０Ｂを介して形成
されるのが一般的である（図１参照）。静電容量式タッチパネルセンサーには、フィルム
タイプとガラスタイプがあり、フィルムタイプは軽量・割れにくい、製造コストが安い、
柔軟性があるので他の表示装置やカバーガラスと貼り合せる際に気泡を除去し易く貼り合
せ易いというメリットがある。
【０００５】
　しかしながら、フィルムの光透過率がガラスに比べて低いことや、フィルム上に形成さ
れた配線パターンの位置精度がガラスに比べて劣るので、配線を覆う額縁部が大きくなり
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、表示エリアが狭くなるという問題や、表面の平滑性の差により、ガラスタイプより見栄
えが悪いという問題がある。そのため、高精細で低消費電力が要求されるスマートフォン
やタブレットコンピュータ等の携帯端末等の小型品では、ガラスタイプが多く使用されて
いる（特許文献１参照）。
【０００６】
　静電容量方式のタッチパネルセンサー２０は、液晶表示パネル１０や有機ＥＬパネル等
の表示デバイスと組み合わせて用いられる位置検出（座標入力）装置である。タッチパネ
ルセンサー２０は、Ｘ方向に延びる複数の電極（走査電極）及びＹ方向に延びる複数の電
極（検出電極）を有し、指が接触または近接した電極の静電容量変化を検出することによ
って、指の近接位置の座標を特定する。
【０００７】
　具体的には、タッチパネルセンサー２０の座標検出層２２としては、図３（ａ），（ｂ
）に示すように、透明導電膜（ＩＴＯ：Ｉｎｄｉｕｍ　Ｔｉｎ　Ｏｘｉｄｅ）で形成され
る複数の走査電極２３と検出電極２８と、複数のジャンパ配線２４と、絶縁膜２５とを備
えており、破損防止のために、カバーガラス基板３１と貼り合せることにより使用される
。
【０００８】
　前記複数の走査電極２３と検出電極２８は、座標を検出するためのものであり、電気伝
導性と透明性とを有する材料を用いて、表示領域内の透明基板２１上に形成されている。
走査電極２３と検出電極２８は、それぞれＸ方向及びＹ方向に周期的かつ行列状に配列さ
れ、透明基板の一方の側に配置される場合にはＸ方向及びＹ方向の何れか一方は、絶縁膜
２５を介することにより３次元的に他方の透明電極２３と短絡しないように形成されたジ
ャンパ配線２４と電気的に接続されている。なお、走査電極と検出電極の役割はそれぞれ
入れ替えて用いることができる。
【０００９】
　透明電極およびジャンパ配線は、例えば、ＩＴＯによって形成される。図示しない金属
配線は、表示領域周辺に形成され、走査電極２３と検出電極２８に電気的に接続されてい
る。金属配線は、Ｍｏ／Ａｌ／Ｍｏ（モリブデン／アルミニウム／モリブデン）の積層体
やＡｇ（銀）、Ａｇ合金等を用いることができる。絶縁保護膜は、金属配線の引き出し配
線に当たる部分を除き座標検出層２２のほぼ全面に形成されている。なお、座標検出層２
２は複数の走査電極２３と検出電極２８を含み、前記の絶縁保護膜は、透明基板２１上に
形成された各構成要素を保護する保護膜として機能する。
【００１０】
　電子機器の更なる薄膜・軽量化のために、図４に示すようなタッチパネルセンサー２０
と液晶表示パネル１０を組合せる方式が提案されている（特許文献２、３、４参照）。そ
の中に液晶表示パネル１０を構成するカラーフィルタ基板１２の裏面側に検出電極を形成
するか、もしくは検出電極と走査電極の両方を形成する方式がある。いずれにおいても、
フッ酸を用いて液晶パネルの薄膜化（スリミング処理）を行い、その後に検出電極もしく
は検出電極および走査電極を形成する必要がある。
【００１１】
　しかしながら、走査電極２３と検出電極２８などの電極形成時には液晶パネル内の液晶
や配向膜に影響を与えるような高温加熱処理を実施することができない。この場合、電極
材料として酸化インジウム錫（ＩＴＯ）のような酸化物半導体を用いた場合には十分なア
ニールができず抵抗値を下げることができないという問題がある。一方、電極材料として
銅のような金属配線を用いた場合、配線自身が十分な硬度を持たないために輸送時の衝撃
や次工程での配線の剥がれが発生し製造歩留まりが低下するという問題があり、この弊害
は大画面パネルの場合に特に著しい。その対策として有機保護膜で金属配線を被覆するこ
とが考えられるが高温加熱処理ができないという問題が依然として残り、衝撃や次工程に
おいて有機保護膜自体の硬度および密着性不足による傷や剥がれが発生し、十分な保護性
能を得られないという問題があった。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】特許第４４９４４４６号公報
【特許文献２】特表２００９－５４０３７４号公報
【特許文献３】特許第５３０６０５９号公報
【特許文献４】特開２００８－９７５０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたもので、その目的は、液晶表示パネルのカラーフィ
ルタ基板の裏面に検出電極もしくは検出電極と走査電極とを形成する静電容量式タッチパ
ネルセンサー一体型液晶表示パネルの電極部分の構造及びそれを達成するための材料素材
の提供を目的とした。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記課題を達成するための請求項１に記載の発明は、座標検出用電極として走査電極と
検出電極を有する液晶表示パネルであって、カラーフィルタ基板の一の面の検出電極及び
走査電極の上に、鉛筆硬度が４Ｈ以上８Ｈ以下の電極保護層を有することを特徴とする液
晶表示パネルとしたものである。
【００１５】
　また、請求項２に記載の発明は、前記電極保護層は、少なくとも（Ａ）光重合開始剤、
（Ｂ）重合性多官能モノマー、（Ｃ）シランカップリング剤を含有する透明樹脂組成物か
ら形成され、前記透明樹脂組成物の酸価が、０．５～２．０ｍｇＫＯＨ／ｇの範囲である
ことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示パネルとしたものである。
【００１６】
　また、請求項３に記載の発明は、前記（Ｂ）重合性多官能モノマーは、カルボキシル基
を含有することを特徴とする請求項２に記載の液晶表示パネルとしたものである。
【００１７】
　また、請求項４に記載の発明は、前記電極保護層が、スクリーン印刷によるパターン形
成工程と、高圧水銀灯による硬化工程により形成されることを特徴とする請求項１から請
求項３のいずれか１項に記載の液晶表示パネルとしたものである。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、カラーフィルタ基板の裏面の検出電極と走査電極は、耐衝撃性および
密着性に優れた電極保護層により被覆されることになる。そのため、検出電極と走査電極
に十分な過熱処理が施されずとも、これらの電極が、表示パネル加工工程での衝撃で脱落
したり剥がれ落ちることがなくなる。したがって、静電容量式タッチパネルセンサー一体
型液晶表示パネルの製造歩留まりが向上し画面の大面積化にも対応が可能となった。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】一般的なタッチパネルセンサーおよび液晶表示パネルの構造を説明する断面視略
図である。
【図２】本発明のタッチパネルセンサー一体型液晶表示パネルの構造を説明する断面視略
図である。
【図３】一般的なタッチパネルセンサーの電極構造を説明する平面視略図である。
【図４】本発明のタッチパネルセンサーの駆動イメージを説明する断面視略図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　本発明の対象は、携帯電話やタブレットであることが好ましいが、ＬＣＤを採用した他
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の電子機器にも展開が可能である。
【００２１】
　図２は、本発明の液晶表示パネルにおいて、カラーフィルタ基板１２の一の面にタッチ
パネル制御用の検出電極２８及び走査電極２３を形成した静電容量式タッチパネルセンサ
ー一体型液晶表示パネル１０の断面構成の一例を示すものである。検出電極２８は、電極
保護層２９で被覆されている。走査電極２３は、一般的にＴＦＴ層１５の内部もしくはカ
ラーフィルタ基板１２の一の面に検出電極２８と直交して形成される。電極保護層２９の
上には偏光板１３Ｂが貼り合わせられ、更にその上に粘着剤３０を介してカバーガラス３
１、加飾層３２、飛散防止層３３が形成されている。　カラーフィルタ基板１２は、透明
基板１４Ｂ上にブラックマトリックスおよび複数の着色画素並びにオーバーコート層から
なる着色画素層１７を有する。複数の着色画素としては赤・緑・青（ＲＧＢ）や黄・マゼ
ンダ・シアン(YMC)の組合せ、その混合系のほか、輝度調整のための透明画素を適用する
ことができる。
【００２２】
　本発明に用いられる透明基板は可視光に対してある程度の透過率を有するものが好まし
く、より好ましくは８０％以上の透過率を有するものを用いることができる。液晶表示パ
ネルに一般に用いられているものでよく、ＰＥＴなどのプラスチック基板やガラスが挙げ
られるが、通常はガラス基板を用いるとよい。ブラックマトリックスを用いる場合はあら
かじめ透明基板上にクロム等の金属薄膜や遮光性樹脂によるパターンを公知の方法で付け
たものを用いればよいが、特に横電界方式の液晶表示パネルの場合には樹脂による遮光パ
ターンが好ましく用いられる。
【００２３】
　透明基板上への着色画素の作製方法は、公知のインクジェット法、印刷法、フォトリソ
法など何れの方法で作製しても構わない。しかし、高精細、分光特性の制御性及び再現性
等を考慮すれば、透明な樹脂中に顔料を、光開始剤、重合性モノマーと共に適当な溶剤に
分散させた着色組成物を透明基板上に塗布製膜して着色層を形成し、着色層をパターン露
光、現像することで一色の画素を形成する工程を各色毎に繰り返し行って着色画素層１７
を作製するフォトリソ法が好ましい。
【００２４】
　カラーフィルタ基板１２が備える画素を構成する着色画素層１７は、感光性着色組成物
を調製してフォトリソ法により形成する場合は例えば以下の方法に従う。着色剤となる顔
料を透明な樹脂中に光開始剤、重合性モノマーと共に適当な溶剤に分散させる。分散させ
る方法はミルベース、３本ロール、ジェットミル等様々な方法があり特に限定されるもの
ではない。
【００２５】
　カラーフィルタ基板１２の着色画素層を形成する着色組成物に用いることのできる有機
顔料の具体例を、カラーインデックス番号で示す。
【００２６】
　赤色画素を形成するための赤色着色組成物には、例えばＣ．Ｉ．  Ｐｉｇｍｅｎｔ  Ｒ
ｅｄ  ７、９、１４、４１、４８：１、４８：２、４８：３、４８：４、８１：１、８１
：２、８１：３、９７、１２２、１２３、１４６、１４９、１６８、１７７、１７８、１
７９、１８０、１８４、１８５、１８７、１９２、２００、２０２、２０８、２１０、２
１５、２１６、２１７、２２０、２２３、２２４、２２６、２２７、２２８、２４０、２
４２、２４６、２５４、２５５、２６４、２６９、２７２、２７９等の赤色顔料を用いる
ことができる。赤色着色組成物には、黄色顔料、橙色顔料を併用することができる。
【００２７】
　黄色顔料としてはＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ  Ｙｅｌｌｏｗ  １、２、３、４、５、６、
１０、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、２０、２４、３１、３２、３４、３
５、３５：１、３６、３６：１、３７、３７：１、４０、４２、４３、５３、５５、６０
、６１、６２、６３、６５、７３、７４、７７、８１、８３、８６、９３、９４、９５、
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９７、９８、１００、１０１、１０４、１０６、１０８、１０９、１１０、１１３、１１
４、１１５、１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２３、１２５、１２６、１２
７、１２８、１２９、１３７、１３８、１３９、１４４、１４６、１４７、１４８、１５
０、１５１、１５２、１５３、１５４、１５５、１５６、１６１、１６２、１６４、１６
６、１６７、１６８、１６９、１７０、１７１、１７２、１７３、１７４、１７５、１７
６、１７７、１７９、１８０、１８１、１８２、１８５、１８７、１８８、１９３、１９
４、１９９、２１３、２１４等が挙げられる。
【００２８】
　橙色顔料としてはＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｏｒａｎｇｅ　３６、４３、５１、５５、
５９、６１、７１、７３等が挙げられる。
【００２９】
　緑色画素を形成するための緑色着色組成物には、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｇｒｅｅｎ
　７、３６、５８等の緑色顔料を用いることができる。緑色着色組成物には赤色着色組成
物と同様の黄色顔料を併用することができる。
【００３０】
　青色画素を形成するための青色着色組成物には本発明のＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｂｌ
ｕｅ　１５：３、１５：４の青色顔料、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｖｉｏｌｅｔ　２３の
紫色顔料の他、適宜他の顔料を組み合わせて用いることもできる。
【００３１】
　また、上記有機顔料と組み合わせて、彩度と明度のバランスを取りつつ良好な塗布性、
感度、現像性等を確保するために、耐液晶性を低下させない範囲内で無機顔料を組み合わ
せて用いることも可能である。無機顔料としては、黄色鉛、亜鉛黄、べんがら（赤色酸化
鉄（ＩＩＩ））、カドミウム赤、群青、紺青、酸化クロム緑、コバルト緑等の金属酸化物
粉、金属硫化物粉、金属粉等が挙げられる。さらに、調色のため、耐液晶性、耐熱性を低
下させない範囲内で染料を含有させることができる。
【００３２】
　着色組成物に用いることの透明樹脂は、可視光領域の４００～７００ｎｍの全波長領域
において透過率が好ましくは８０％以上、より好ましくは９５％以上の樹脂である。透明
樹脂には、熱可塑性樹脂、熱硬化性樹脂、および感光性樹脂が含まれる。透明樹脂には、
必要に応じて、その前駆体である、放射線照射により硬化して透明樹脂を生成するモノマ
ーもしくはオリゴマーを単独で、または２種以上混合して用いることができる。
【００３３】
　熱可塑性樹脂としては、例えば、ブチラール樹脂、スチレンーマレイン酸共重合体、塩
素化ポリエチレン、塩素化ポリプロピレン、ポリ塩化ビニル、塩化ビニル-酢酸ビニル共
重合体、ポリ酢酸ビニル、ポリウレタン系樹脂、ポリエステル樹脂、アクリル系樹脂、ア
ルキッド樹脂、ポリスチレン、ポリアミド樹脂、ゴム系樹脂、環化ゴム系樹脂、セルロー
ス類、ポリエチレン、ポリブタジエン、ポリイミド樹脂等が挙げられる。また、熱硬化性
樹脂としては、例えば、エポキシ樹脂、ベンゾグアナミン樹脂、ロジン変性マレイン酸樹
脂、ロジン変性フマル酸樹脂、メラミン樹脂、尿素樹脂、フェノール樹脂等が挙げられる
。
【００３４】
　感光性樹脂としては、水酸基、カルボキシル基、アミノ基等の反応性の置換基を有する
線状高分子にイソシアネート基、アルデヒド基、エポキシ基等の反応性置換基を有する（
メタ）アクリル化合物やケイヒ酸を反応させて、（メタ）アクリロイル基、スチリル基等
の光架橋性基を該線状高分子に導入した樹脂が用いられる。また、スチレン-無水マレイ
ン酸共重合物やα-オレフィン-無水マレイン酸共重合物等の酸無水物を含む線状高分子を
ヒドロキシアルキル（メタ）アクリレート等の水酸基を有する（メタ）アクリル化合物に
よりハーフエステル化したものも用いられる。
【００３５】
　光架橋剤としては重合性モノマーあるいはオリゴマーを用いる。 重合性モノマーおよ
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びオリゴマーとしては、メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、２
-ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、２-ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート
、シクロヘキシル（メタ）アクリレート、β-カルボキシエチル（メタ）アクリレート、
ジエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、１，６-ヘキサンジオールジ（メタ）ア
クリレート、トリエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、トリプロピレングリコー
ルジ（メタ）アクリレート、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、ペンタ
エリスリトールトリ（メタ）アクリレート、１，６-ヘキサンジオールジグリシジルエー
テルジ（メタ）アクリレート、ビスフェノールＡジグリシジルエーテルジ（メタ）アクリ
レート、ネオペンチルグリコールジグリシジルエーテルジ（メタ）アクリレート、ジペン
タエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート、トリシクロデカニル（メタ）アクリレー
ト、エステルアクリレート、メチロール化メラミンの（メタ）アクリル酸エステル、エポ
キシ（メタ）アクリレート、カプロラクトン変性ジペンタエリスリトールヘキサアクリレ
ート、ウレタンアクリレート等の各種アクリル酸エステルおよびメタクリル酸エステル、
（メタ）アクリル酸、スチレン、酢酸ビニル、ヒドロキシエチルビニルエーテル、エチレ
ングリコールジビニルエーテル、ペンタエリスリトールトリビニルエーテル、（メタ）ア
クリルアミド、Ｎ-ヒドロキシメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ-ビニルホルムアミド、
アクリロニトリル等が挙げられる。これらは、単独でまたは２種類以上混合して用いるこ
とができる。
【００３６】
　添加量は塗布性、現像適正を損なわない範囲で多い方が好ましく、着色組成物の全固形
分量を基準として、２０重量％～８０重量％程度、さらに好ましくは５０重量％～７０重
量％程度である。この範囲より添加量が少ないと架橋性が不足し耐液晶性が悪化、この範
囲より添加量が多いと着色組成物の塗布時にムラ、ピンホールが発生しやすくなり塗布性
が著しく悪化、あるいは現像液溶解性が著しく低下し現像適性が不良となってしまう。
【００３７】
　着色組成物には、該組成物を紫外線照射により硬化する場合には、光重合開始剤等が添
加される。光重合開始剤としては、４-フェノキシジクロロアセトフェノン、４-ｔ-ブチ
ル-ジクロロアセトフェノン、ジエトキシアセトフェノン、１-（４-イソプロピルフェニ
ル）-２-ヒドロキシ-２-メチルプロパン-１-オン、１-ヒドロキシシクロヘキシルフェニ
ルケトン、２-ベンジル-２-ジメチルアミノ-１-（４-モルフォリノフェニル）-ブタン-１
-オン等のアセトフェノン系化合物、ベンゾイン、ベンゾインメチルエーテル、ベンゾイ
ンエチルエーテル、ベンゾインイソプロピルエーテル、ベンジルジメチルケタール等のベ
ンゾイン系化合物、ベンゾフェノン、ベンゾイル安息香酸、ベンゾイル安息香酸メチル、
４-フェニルベンゾフェノン、ヒドロキシベンゾフェノン、アクリル化ベンゾフェノン、
４-ベンゾイル-４'-メチルジフェニルサルファイド、３，３'，４，４'-テトラ（ｔ-ブチ
ルパーオキシカルボニル）ベンゾフェノン等のベンゾフェノン系化合物、チオキサントン
、２-クロルチオキサントン、２-メチルチオキサントン、イソプロピルチオキサントン、
２，４-ジイソプロピルチオキサントン、２，４-ジエチルチオキサントン等のチオキサン
トン系化合物、２，４，６-トリクロロ-ｓ-トリアジン、２-フェニル-４，６-ビス（トリ
クロロメチル）-ｓ-トリアジン、２-（ｐ-メトキシフェニル）-４，６-ビス（トリクロロ
メチル）-ｓ-トリアジン、２-（ｐ-トリル）-４，６-ビス（トリクロロメチル）-ｓ-トリ
アジン、２-ピペロニル-４，６-ビス（トリクロロメチル）-ｓ-トリアジン、２，４-ビス
（トリクロロメチル）-６-スチリル-ｓ-トリアジン、２-（ナフト-１-イル）-４，６-ビ
ス（トリクロロメチル）-ｓ-トリアジン、２-（４-メトキシ-ナフト-１-イル）-４，６-
ビス（トリクロロメチル）-ｓ-トリアジン、２，４-トリクロロメチル-（ピペロニル）-
６-トリアジン、２，４-トリクロロメチル（４'-メトキシスチリル）-６-トリアジン等の
トリアジン系化合物、１，２-オクタンジオン，１-〔４-（フェニルチオ）-，２-（Ｏ-ベ
ンゾイルオキシム）〕、Ｏ-（アセチル）-Ｎ-（１-フェニル-２-オキソ-２-（４'-メトキ
シ-ナフチル）エチリデン）ヒドロキシルアミン等のオキシムエステル系化合物、ビス（
２，４，６-トリメチルベンゾイル）フェニルホスフィンオキサイド、２，４，６-トリメ



(8) JP 2016-61878 A 2016.4.25

10

20

30

40

50

チルベンゾイルジフェニルホスフィンオキサイド等のホスフィン系化合物、９，１０-フ
ェナンスレンキノン、カンファーキノン、エチルアントラキノン等のキノン系化合物、ボ
レート系化合物、カルバゾール系化合物、イミダゾール系化合物、チタノセン系化合物等
が用いられる。これらの光重合開始剤は１種または２種以上混合して用いることができる
。
【００３８】
　光重合開始剤の使用量は、着色組成物の全固形分量を基準として０．５～５０重量％が
好ましく、より好ましくは３～３０重量％である。
【００３９】
　さらに、増感剤として、トリエタノールアミン、メチルジエタノールアミン、トリイソ
プロパノールアミン、４-ジメチルアミノ安息香酸メチル、４-ジメチルアミノ安息香酸エ
チル、４-ジメチルアミノ安息香酸イソアミル、安息香酸２-ジメチルアミノエチル、４-
ジメチルアミノ安息香酸２-エチルヘキシル、Ｎ，Ｎ-ジメチルパラトルイジン、４，４'-
ビス（ジメチルアミノ）ベンゾフェノン、４，４'-ビス（ジエチルアミノ）ベンゾフェノ
ン、４，４'-ビス（エチルメチルアミノ）ベンゾフェノン等のアミン系化合物を併用する
こともできる。これらの増感剤は１種または２種以上混合して用いることができる。
【００４０】
　増感剤の使用量は、光重合開始剤と増感剤の合計量を基準として０．５～６０重量％が
好ましく、より好ましくは３～４０重量％である。
【００４１】
　さらに、着色組成物には、連鎖移動剤としての働きをする多官能チオールを含有させる
ことができる。
【００４２】
　多官能チオールは、チオール基を２個以上有する化合物であればよく、例えば、ヘキサ
ンジチオール、デカンジチオール、１，４-ブタンジオールビスチオプロピオネート、１
，４-ブタンジオールビスチオグリコレート、エチレングリコールビスチオグリコレート
、エチレングリコールビスチオプロピオネート、トリメチロールプロパントリスチオグリ
コレート、トリメチロールプロパントリスチオプロピオネート、トリメチロールプロパン
トリス（３-メルカプトブチレート）、ペンタエリスリトールテトラキスチオグリコレー
ト、ペンタエリスリトールテトラキスチオプロピオネート、トリメルカプトプロピオン酸
トリス（２-ヒドロキシエチル）イソシアヌレート、１，４-ジメチルメルカプトベンゼン
、２、４、６-トリメルカプト-ｓ-トリアジン、２-（Ｎ，Ｎ-ジブチルアミノ）-４，６-
ジメルカプト-ｓ-トリアジン等が挙げられる。これらの多官能チオールは、１種または２
種以上混合して用いることができる。
【００４３】
　多官能チオールの使用量は、着色組成物の全固形分量を基準として０．１～３０重量％
が好ましく、より好ましくは１～２０重量％である。０．１質量％未満では多官能チオー
ルの添加効果が不充分であり、３０質量％を越えると感度が高すぎて逆に解像度が低下す
る。
【００４４】
　また必要に応じ熱架橋剤を加えることもできる。熱架橋剤としては例えばメラミン樹脂
、エポキシ樹脂等が挙げられる。
【００４５】
　メラミン樹脂としては、アルキル化メラミン樹脂（メチル化メラミン樹脂、ブチル化メ
ラミン樹脂など）、混合エーテル化メラミン樹脂等があり、高縮合タイプであっても低縮
合タイプであってもよい。これらは、いずれも単独あるいは２種類以上混合して使用する
ことができる。また、必要に応じて、さらにエポキシ樹脂を混合して使用することもでき
る。
【００４６】
　エポキシ樹脂としては、例えば、グリセロール・ポリグリシジルエーテル、トリメチロ
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ールプロパン・ポリグリシジルエーテル、レゾルシン・ジグリシジルエーテル、ネオペン
チルグリコール・ジグリシジルエーテル、１，６－ヘキサンジオール・ジグリシジルエー
テル、エチレングリコール（ポリエチレングリコール）・ジグリシジルエーテル等がある
。これらについても、単独あるいは２種類以上混合して使用することができる。
【００４７】
　着色組成物は、必要に応じて有機溶剤を含有することができる。有機溶剤としては、例
えばシクロヘキサノン、エチルセロソルブアセテート、ブチルセロソルブアセテート、１
-メトキシ-２-プロピルアセテート、ジエチレングリコールジメチルエーテル、エチルベ
ンゼン、エチレングリコールジエチルエーテル、キシレン、エチルセロソルブ、メチル-
ｎアミルケトン、プロピレングリコールモノメチルエーテルトルエン、メチルエチルケト
ン、酢酸エチル、メタノール、エタノール、イソプロピルアルコール、ブタノール、イソ
ブチルケトン、石油系溶剤等が挙げられ、これらを単独でもしくは混合して用いる。
【００４８】
　透明基板上に、上述の感光性着色組成物を塗布し、プリベークを行う。塗布する手段は
スピンコート、ディップコート、ダイコートなどが通常用いられるが、４０～６０ｃｍ四
方程度の基板上に均一な膜厚で塗布可能な方法ならばこれらに限定されるものではない。
プリベークは５０～１２０℃で１０～２０分ほどすることが好ましい。塗布膜厚は任意で
あるが、分光透過率などを考慮すると通常はプリベーク後の膜厚で２～２．５μｍ程度で
ある。感光性着色組成物を塗布し着色層を形成した基板にパターンマスクを介して露光を
行う。光源には通常の高圧水銀灯などを用いればよい。
【００４９】
　続いて現像を行う。現像液にはアルカリ性水溶液を用いる。アルカリ性水溶液の例とし
ては、炭酸ナトリウム水溶液、炭酸水素ナトリウム水溶液、または両者の混合水溶液、も
しくはそれらに適当な界面活性剤などを加えたものが挙げられる。現像後、水洗、焼成し
て任意の一色の画素が得られる。
【００５０】
　以上の一連の工程を、感光性着色組成物およびパターンを替え、必要な数だけ繰り返す
ことで必要な色数が組み合わされた着色パターンすなわち複数色の画素を得ることができ
る。
【００５１】
　図２で、本発明に用いられるアレイ基板１１は、透明基板１４Ａ上にＴＦＴ層１５が形
成され、モリブデンやタングステンもしくはその合金等の金属からなるゲート線、ゲート
電極および液晶表示パネル制御用の走査電極が配置される。これらを覆うように酸化ケイ
素・窒化ケイ素等からなるゲート絶縁膜が配置されている。ゲート絶縁膜上にはアモルフ
ァス・シリコンなどの半導体層が配置され、更にモリブデンやアルミニウムからなるソー
ス線、ソース電極、ドレイン電極が配置されスイッチング素子を形成している。スイッチ
ング素子の上には、ＩＴＯにより形成された共通電極及び酸化ケイ素・窒化ケイ素等から
なる保護層が配置され、スイッチング素子とコンタクトホールを通じて保護層上の画素電
極と接続されている。　また透明基板１４ＡのＴＦＴ層１５と反対側の面には、偏光板１
３Ａが貼り付けられている。
【００５２】
　本発明に係る液晶表示パネル１０は、アレイ基板１１とカラーフィルタ基板１２に配向
膜を塗布した後、ＯＤＦ装置等を用いて横電解モードの液晶分子を介して貼り合せられて
いる。横電解モードの液晶分子とは、FFS(フィールド・フリンジ・スイッチング)方式や
ＩＰＳ(イン・プレーン・スイッチング)方式に用いられる誘電率異方性が正の液晶分子が
挙げられる。アレイ基板１１による液晶分子の制御により、透過光を調整することにより
画像の表示を行う。
【００５３】
　本実施形態に係る液晶表示パネル１０は、フッ酸等を用いて透明基板のスリミング（薄
膜化処理）を行った後に、カラーフィルタ基板１２の裏面に少なくとも検出電極２８、走
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査電極２３、および保護層２９を含む座標検出層２２が配置される（図４も参照）。検出
電極２８にはＩＴＯのような透明電極や銀や銅等の金属配線を用いても良い。抵抗値の観
点から金属配線を用いるのが好ましい。
【００５４】
　液晶表示パネル上にスパッタを用いて銅を成膜した後、エッチングにより３～８μmの
導体幅の検出電極を１００μmの間隔で形成する。密着性や反射率の観点から他の金属や
金属酸化物を積層しても良い。検出電極２８形成後、金属配線の断線防止の観点から電極
保護層２９を形成する。電極保護層２９は、スクリーン印刷を用いて下記に記述の材料を
塗布後、オーブンやホットプレートを用いてプリベークを行い、溶剤分を除去する。電極
保護層２９の硬化は、高圧水銀灯を用いて５００～３０００mＪ/cm2の照射量で露光する
ことにより行う。必要に応じて１００～１５０℃の液晶表示パネルに影響を及ぼさない範
囲でオーブンによる焼成を行っても良い。電極保護層２９上に偏光板１３Ｂを貼り合せて
液晶表示パネル１０を形成後、カバーガラス基板３１と粘着剤３０を介して貼り合せを行
う。
【００５５】
　本発明に用いられる電極保護層２９は、少なくとも（Ａ）光重合開始剤、（Ｂ）重合性
多官能モノマー、（Ｃ）シランカップリング剤を含有する透明樹脂組成物からなり、必要
に応じて樹脂や添加剤を含むことができる。
【００５６】
　本発明の電極保護層２９に用いる（Ａ）光重合開始剤としては、４-フェノキシジクロ
ロアセトフェノン、４-ｔ-ブチル-ジクロロアセトフェノン、ジエトキシアセトフェノン
、１-（４-イソプロピルフェニル）-２-ヒドロキシ-２-メチルプロパン-１-オン、１-ヒ
ドロキシシクロヘキシルフェニルケトン、２-ベンジル-２-ジメチルアミノ-１-（４-モル
フォリノフェニル）-ブタン-１-オン等のアセトフェノン系化合物、ベンゾイン、ベンゾ
インメチルエーテル、ベンゾインエチルエーテル、ベンゾインイソプロピルエーテル、ベ
ンジルジメチルケタール等のベンゾイン系化合物、ベンゾフェノン、ベンゾイル安息香酸
、ベンゾイル安息香酸メチル、４-フェニルベンゾフェノン、ヒドロキシベンゾフェノン
、アクリル化ベンゾフェノン、４-ベンゾイル-４'-メチルジフェニルサルファイド、３，
３'，４，４'-テトラ（ｔ-ブチルパーオキシカルボニル）ベンゾフェノン等のベンゾフェ
ノン系化合物、チオキサントン、２-クロルチオキサントン、２-メチルチオキサントン、
イソプロピルチオキサントン、２，４-ジイソプロピルチオキサントン、２，４-ジエチル
チオキサントン等のチオキサントン系化合物、２，４，６-トリクロロ-ｓ-トリアジン、
２-フェニル-４，６-ビス（トリクロロメチル）-ｓ-トリアジン、２-（ｐ-メトキシフェ
ニル）-４，６-ビス（トリクロロメチル）-ｓ-トリアジン、２-（ｐ-トリル）-４，６-ビ
ス（トリクロロメチル）-ｓ-トリアジン、２-ピペロニル-４，６-ビス（トリクロロメチ
ル）-ｓ-トリアジン、２，４-ビス（トリクロロメチル）-６-スチリル-ｓ-トリアジン、
２-（ナフト-１-イル）-４，６-ビス（トリクロロメチル）-ｓ-トリアジン、２-（４-メ
トキシ-ナフト-１-イル）-４，６-ビス（トリクロロメチル）-ｓ-トリアジン、２，４-ト
リクロロメチル-（ピペロニル）-６-トリアジン、２，４-トリクロロメチル（４'-メトキ
シスチリル）-６-トリアジン等のトリアジン系化合物、１，２-オクタンジオン，１-〔４
-（フェニルチオ）-，２-（Ｏ-ベンゾイルオキシム）〕、Ｏ-（アセチル）-Ｎ-（１-フェ
ニル-２-オキソ-２-（４'-メトキシ-ナフチル）エチリデン）ヒドロキシルアミン等のオ
キシムエステル系化合物、ビス（２，４，６-トリメチルベンゾイル）フェニルホスフィ
ンオキサイド、２，４，６-トリメチルベンゾイルジフェニルホスフィンオキサイド等の
ホスフィン系化合物、９，１０-フェナンスレンキノン、カンファーキノン、エチルアン
トラキノン等のキノン系化合物、ボレート系化合物、カルバゾール系化合物、イミダゾー
ル系化合物、チタノセン系化合物等が用いられるが、透過率と硬化性の観点から、アセト
フェノン系化合物やホスフィン系化合物が好ましい。
【００５７】
　（Ａ）光重合開始剤の使用量は、着色組成物の全固形分量を基準として０．５～５０重
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量％が好ましく、より好ましくは３～３０重量％である。
【００５８】
　本発明の電極保護層２９に用いる（Ｂ）重合性多官能モノマーとして、メチル（メタ）
アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、２-ヒドロキシエチル（メタ）アクリレー
ト、２-ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、シクロヘキシル（メタ）アクリレー
ト、β-カルボキシエチル（メタ）アクリレート、ジエチレングリコールジ（メタ）アク
リレート、１，６-ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、トリエチレングリコール
ジ（メタ）アクリレート、トリプロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、トリメチ
ロールプロパントリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレ
ート、１，６-ヘキサンジオールジグリシジルエーテルジ（メタ）アクリレート、ビスフ
ェノールＡジグリシジルエーテルジ（メタ）アクリレート、ネオペンチルグリコールジグ
リシジルエーテルジ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アク
リレート、トリシクロデカニル（メタ）アクリレート、エステルアクリレート、メチロー
ル化メラミンの（メタ）アクリル酸エステル、エポキシ（メタ）アクリレート、カプロラ
クトン変性ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート、ウレタンアクリレート等の各種
アクリル酸エステルおよびメタクリル酸エステル、（メタ）アクリル酸、スチレン、酢酸
ビニル、ヒドロキシエチルビニルエーテル、エチレングリコールジビニルエーテル、ペン
タエリスリトールトリビニルエーテル、（メタ）アクリルアミド、Ｎ-ヒドロキシメチル
（メタ）アクリルアミド、Ｎ-ビニルホルムアミド、アクリロニトリル等が挙げられる。
これらは、単独でまたは２種類以上混合して用いることができる。
【００５９】
　酸価調整の観点から、（Ｂ）重合性多官能モノマーとして少なくとも一種類が、カルボ
キシル基を含有することが好ましい。カルボキシル基を含有する（Ｂ）重合性多官能モノ
マーとしては、アロニックスＭ－５３００、Ｍ－５４００、Ｍ－５１０、Ｍ－５２０（以
上、東亞合成社製）、ＮＫエステルＡ-ＳＡ（新中村化学社製）、ＵＳ－ＴＤ－１２Ｐ（
大阪有機化学製）等が挙げられる。
【００６０】
　本発明の電極保護層２９には、密着性付与剤として（Ｃ）シランカップリング剤が添加
される。本発明に使用できる（Ｃ）シランカップリング剤としては、ＫＢＭ-３０３、Ｋ
ＢＭ-４０２、ＫＢＭ-４０３、ＫＢＥ-４０２、ＫＢＥ-４０３、ＫＢＭ-５０２、ＫＢＭ-
５０３、ＫＢＥ-５０２、ＫＢＥ-５０３、ＫＢＭ-５１０３、ＫＢＭ-８０２、ＫＢＭ-８
０３、ＫＢＥ-９００７（以上、信越シリコーン社製）、Ｚ-６０１１、Ｚ-６０２０、Ｚ-
６０３０、Ｚ-６０４０、Ｚ-６０４３、Ｚ-６０９４、Ｚ-６５１９（以上、東レダウコー
ニング社製）等が挙げられる。シランカップリング剤は、透明樹脂組成物全量を基準とし
て、０．１～３０重量％以下の量で含有させることができる。
【００６１】
　透明樹脂組成物の酸価として０．５～２．０ｍｇＫＯＨ／ｇの範囲であることが好まし
い。酸価が０．５ｍｇＫＯＨ／ｇより低いと、極性の水酸基を持つ透明基板１４Ｂとの十
分な密着力が十分得られず、酸価が２．０ｍｇＫＯＨ／ｇよりも高いと透明樹脂組成物の
安定性や電極の腐食を起こすことが考えられる。尚、酸価の測定にはビュレットと指示薬
を用いた滴定法が用いられる。
【００６２】
　本発明に用いられるカバーガラス基板３１は、最表面となる透明な前面板であり、使用
者によってタッチされる部材であり、液晶表示パネル１０と粘着層３０を介して貼り合せ
られる。カバーガラス基板２には、加飾層３２やガラス表面に樹脂材料からなる飛散防止
膜３３を備えることができる。
【００６３】
　加飾層３２は１層以上の層から形成され、画像表示装置にデザイン性を付与すると共に
、タッチパネルセンサー２０の周縁部に設けられる配線を隠す役割を果たす。好ましくは
顔料で形成された遮光層は可視光を吸収する材料を用いてカバーガラス基板３１の一方の
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面に形成される。加飾層３２の形成方法としては、フォトリソ、スクリーン印刷などから
選択できる。
【００６４】
　図２に示す本発明に係る静電容量式タッチパネルセンサー一体型液晶表示パネルは、図
示しないバックライトでアレイ基板１１側から照明される。液晶表示パネル１０に表示さ
れた画像は、カバーガラス基板３１に形成された加飾層３２の内側の表示領域を介して視
認され、タッチパネルセンサー２０により操作される。なお、本発明の静電容量式タッチ
パネルセンサー一体型液晶表示パネルは、その細部が上述した実施形態に限定されず、種
々の変形が可能である。実施形態として１つの構成のみ説明したが、これらの構造に限定
されるわけではない。例えば、座標検出層２２に走査電極と検出電極の両方を形成した後
、電極保護層２９を形成してもよい。
【実施例】
【００６５】
　以下に、電極保護層の組成例を例示して本発明を具体的に説明するが、本発明はこれら
の例によって限定されるものではない。
【００６６】
　＜透明樹脂組成物１の調整＞
下記組成の混合物をディゾルバーにて４０℃３時間攪拌後、フィルターで濾過することに
より透明樹脂組成物１を得た。
Ｌｕｃｉｒｉｎ　ＴＰＯ（ＢＡＳＦ社製光重合開始剤）　　　　　　　１０重量％
ＵＡ－５１０Ｈ（共栄社化学社製重合性多官能モノマー）　　　　　　５０重量％
アロニックスＭ－３０５(東亞合成社製重合性多官能モノマー)  　　　１５重量％
アロニックスＭ－４０２(東亞合成社製重合性多官能モノマー)　　　　１０重量％
ＫＢＭ－４０３（信越化学社製シランカップリング剤）　　　　　　　１０重量％
ＢＹＫ－３５０（ビックケミー・ジャパン社製表面調整剤）　　　　　  ３重量％
ＢＹＫ－４１０（ビックケミー・ジャパン社製増粘剤）　　　　　　　  ２重量％
 
この時、透明樹脂組成物の酸価は０．２８ｍｇＫＯＨ／ｇであった。
【００６７】
　＜透明樹脂組成物２の調整＞
下記組成の混合物をディゾルバーにて４０℃３時間攪拌後、フィルターで濾過することに
より透明樹脂組成物２を得た。
Ｌｕｃｉｒｉｎ　ＴＰＯ（ＢＡＳＦ社製光重合開始剤）　　　　　　　１０重量％
ＵＡ－５１０Ｈ（共栄社化学社製重合性多官能モノマー）　　　　　　５０重量％
アロニックスＭ－３０５(東亞合成社製重合性多官能モノマー)  　　　１５重量％
アロニックスＭ－４０２(東亞合成社製重合性多官能モノマー)  　　　８．４重量％
ＵＳ-ＴＤ-１２Ｐ（大阪有機化学社製重合性多官能モノマー：酸価２０ｍｇＫＯＨ／ｇ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．６重量％
ＫＢＭ－４０３（信越化学社製シランカップリング剤）　　　　　　  １０重量％
ＢＹＫ－３５０（ビックケミー・ジャパン社製表面調整剤）　　　　　  ３重量％
ＢＹＫ－４１０（ビックケミー・ジャパン社製増粘剤）　　　　　　　  ２重量％
 
この時、透明樹脂組成物の酸価は０．５１ｍｇＫＯＨ／ｇであった。
【００６８】
　＜透明樹脂組成物３の調整＞
下記組成の混合物をディゾルバーにて４０℃３時間攪拌後、フィルターで濾過することに
より透明樹脂組成物３を得た。
Ｌｕｃｉｒｉｎ　ＴＰＯ（ＢＡＳＦ社製光重合開始剤）　　　　　　　１０重量％
ＵＡ－５１０Ｈ（共栄社化学社製重合性多官能モノマー）　　　　　　５０重量％
アロニックスＭ－３０５(東亞合成社製重合性多官能モノマー)  　　　１５重量％
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アロニックスＭ－４０２(東亞合成社製重合性多官能モノマー)    　　  ２重量％
ＵＳ-ＴＤ-１２Ｐ（大阪有機化学社製重合性多官能モノマー：酸価２０ｍｇＫＯＨ／ｇ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ８重量％
ＫＢＭ－４０３（信越化学社製シランカップリング剤）　　　　　　　１０重量％
ＢＹＫ－３５０（ビックケミー・ジャパン社製表面調整剤）　　　　　  ３重量％
ＢＹＫ－４１０（ビックケミー・ジャパン社製増粘剤）　　　　　　　  ２重量％
 
この時、透明樹脂組成物の酸価は１．８１ｍｇＫＯＨ／ｇであった。
【００６９】
　＜透明樹脂組成物４の調整＞
下記組成の混合物をディゾルバーにて４０℃３時間攪拌後、フィルターで濾過することに
より透明樹脂組成物４を得た。
Ｌｕｃｉｒｉｎ　ＴＰＯ（ＢＡＳＦ社製光重合開始剤）　　　　　　　１０重量％
ＵＡ－５１０Ｈ（共栄社化学社製重合性多官能モノマー）　　　　　　５０重量％
アロニックスＭ－３０５(東亞合成社製重合性多官能モノマー)    　　１５重量％
ＵＳ-ＴＤ-１２Ｐ（大阪有機化学社製重合性多官能モノマー：酸価２０ｍｇＫＯＨ／ｇ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０重量％
ＫＢＭ－４０３（信越化学社製シランカップリング剤）　　　　　　　１０重量％
ＢＹＫ－３５０（ビックケミー・ジャパン社製表面調整剤）　　　　　  ３重量％
ＢＹＫ－４１０（ビックケミー・ジャパン社製増粘剤）　　　　　　　  ２重量％
 
この時、透明樹脂組成物の酸価は２．３１ｍｇＫＯＨ／ｇであった。
【００７０】
　＜透明樹脂組成物５の調整＞
下記組成の混合物をディゾルバーにて４０℃３時間攪拌後、フィルターで濾過することに
より透明樹脂組成物５を得た。
Ｌｕｃｉｒｉｎ　ＴＰＯ（ＢＡＳＦ社製光重合開始剤）　　　　　　　１０重量％
Ｕ－６ＨＡ（新中村化学社製重合性多官能モノマー）　　　　　　　　５０重量％
アロニックスＭ－３０５(東亞合成社製重合性多官能モノマー)  　　　１５重量％
アロニックスＭ－４０２(東亞合成社製重合性多官能モノマー)    　　  ５重量％
ＵＳ-ＴＤ-１２Ｐ（大阪有機化学社製重合性多官能モノマー：酸価２０ｍｇＫＯＨ／ｇ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ５重量％
ＫＢＭ－４０３（信越化学社製シランカップリング剤）　　　　　　　１０重量％
ＢＹＫ－３５０（ビックケミー・ジャパン社製表面調整剤）　　　　　  ３重量％
ＢＹＫ－４１０（ビックケミー・ジャパン社製増粘剤）　　　　　　　  ２重量％
 
この時、透明樹脂組成物の酸価は１．２４ｍｇＫＯＨ／ｇであった。
【００７１】
　＜透明樹脂組成物６の調整＞
下記組成の混合物をディゾルバーにて４０℃３時間攪拌後、フィルターで濾過することに
より透明樹脂組成物６を得た。
【００７２】
 
Ｉｒｇａｃｕｒｅ　１８４（ＢＡＳＦ社製光重合開始剤）　　　　　　１０重量％
Ｕ－６ＨＡ（新中村化学社製重合性多官能モノマー）　　　　　　　　５０重量％
アロニックスＭ－３０５(東亞合成社製重合性多官能モノマー)    　　１５重量％
アロニックスＭ－４０２(東亞合成社製重合性多官能モノマー)  　　　  ５重量％
ＵＳ-ＴＤ-１２Ｐ（大阪有機化学社製重合性多官能モノマー：酸価２０ｍｇＫＯＨ／ｇ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ５重量％
ＫＢＭ－５０３（信越化学社製シランカップリング剤）　　　　　　　１０重量％
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ＢＹＫ－３５０（ビックケミー・ジャパン社製表面調整剤）　　　　　  ３重量％
ＢＹＫ－４１０（ビックケミー・ジャパン社製増粘剤）　　　　　　　  ２重量％
 
この時、透明樹脂組成物の酸価は１．２２ｍｇＫＯＨ／ｇであった。
【００７３】
　＜透明樹脂組成物７の調整＞
下記組成の混合物をディゾルバーにて４０℃３時間攪拌後、フィルターで濾過することに
より透明樹脂組成物７を得た。
Ｌｕｃｉｒｉｎ　ＴＰＯ（ＢＡＳＦ社製光重合開始剤）　　　　　　　１０重量％
ＵＡ－５１０Ｈ（共栄社化学社製重合性多官能モノマー）　　　　　　５０重量％
アロニックスＭ－３０５(東亞合成社製重合性多官能モノマー)    　　１５重量％
アロニックスＭ－４０２(東亞合成社製重合性多官能モノマー)  　　　９．５重量％
アロニックスＭ－５４００（東亞合成社製重合性多官能モノマー：酸価２０２ｍｇＫＯＨ
／ｇ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５重量％
ＫＢＭ－４０３（信越化学社製シランカップリング剤）　　　　　　　１０重量％
ＢＹＫ－３５０（ビックケミー・ジャパン社製表面調整剤）　　　　　  ３重量％
ＢＹＫ－４１０（ビックケミー・ジャパン社製増粘剤）　　　　　　　  ２重量％
 
この時、透明樹脂組成物の酸価は１．４１ｍｇＫＯＨ／ｇであった。
【００７４】
　＜透明樹脂組成物８の調整＞
下記組成の混合物をディゾルバーにて４０℃３時間攪拌後、フィルターで濾過することに
より透明樹脂組成物８を得た。
Ｌｕｃｉｒｉｎ　ＴＰＯ（ＢＡＳＦ社製光重合開始剤）　　　　　　　１０重量％
ＵＡ－５１０Ｈ（共栄社化学社製重合性多官能モノマー）　　　　　　５０重量％
アロニックスＭ－４０２(東亞合成社製重合性多官能モノマー)  　　　１０重量％
ＫＡＹＡＲＡＤ　Ｒ－７１２（日本化薬社製重合性多官能モノマー）　１５重量％
ＫＢＭ－４０３（信越化学社製シランカップリング剤）　　　　　　　１０重量％
ＢＹＫ－３５０（ビックケミー・ジャパン社製表面調整剤）　　　　　  ３重量％
ＢＹＫ－４１０（ビックケミー・ジャパン社製増粘剤）　　　　　　　  ２重量％
 
この時、透明樹脂組成物の酸価は０．２６ｍｇＫＯＨ／ｇであった。
【００７５】
　＜透明樹脂組成物９の調整＞
下記組成の混合物をディゾルバーにて４０℃３時間攪拌後、フィルターで濾過することに
より透明樹脂組成物９を得た。
Ｉｒｇａｃｕｒｅ　１８４（ＢＡＳＦ社製光重合開始剤）　　　　　　１０重量％
Ｕ－６ＨＡ（新中村化学社製重合性多官能モノマー）　　　　　　　　５０重量％
アロニックスＭ－３０５(東亞合成社製重合性多官能モノマー)  　　　１５重量％
アロニックスＭ－４０２(東亞合成社製重合性多官能モノマー)    　　１０重量％
ＫＡＹＡＲＡＤ　Ｒ－７１２（日本化薬社製重合性多官能モノマー）　  ５重量％
ＵＳ-ＴＤ-１２Ｐ（大阪有機化学社製重合性多官能モノマー：酸価２０ｍｇＫＯＨ／ｇ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ５重量％
ＢＹＫ－３５０（ビックケミー・ジャパン社製表面調整剤）　　　　　  ３重量％
ＢＹＫ－４１０（ビックケミー・ジャパン社製増粘剤）　　　　　　　  ２重量％
 
この時、透明樹脂組成物の酸価は１．２７ｍｇＫＯＨ／ｇであった。
【００７６】
　＜透明樹脂組成物１０の調整＞
下記組成の混合物をディゾルバーにて４０℃３時間攪拌後、フィルターで濾過することに
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より透明樹脂組成物１０を得た。
Ｌｕｃｉｒｉｎ　ＴＰＯ（ＢＡＳＦ社製光重合開始剤）　　　　　　　１０重量％
ＵＡ－５１０Ｈ（共栄社化学社製重合性多官能モノマー）　　　　　　５０重量％
ＫＡＹＡＲＡＤ　Ｒ－７１２（日本化薬社製重合性多官能モノマー）　２０重量％
ＵＳ-ＴＤ-１２Ｐ（大阪有機化学社製重合性多官能モノマー：酸価２０ｍｇＫＯＨ／ｇ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ５重量％
ＫＢＭ－４０３（信越化学社製シランカップリング剤）　　　　　　　１０重量％
ＢＹＫ－３５０（ビックケミー・ジャパン社製表面調整剤）　　　　　  ３重量％
ＢＹＫ－４１０（ビックケミー・ジャパン社製増粘剤）　　　　　　　  ２重量％
 
この時、透明樹脂組成物の酸価は１．２７ｍｇＫＯＨ／ｇであった。
【００７７】
　＜透明樹脂組成物１１の調整＞
下記組成の混合物をディゾルバーにて４０℃３時間攪拌後、フィルターで濾過することに
より透明樹脂組成物１１を得た。
Ｌｕｃｉｒｉｎ　ＴＰＯ（ＢＡＳＦ社製光重合開始剤）　　　　　　　１０重量％
ＵＡ－５１０Ｈ（共栄社化学社製重合性多官能モノマー）　　　　　　５０重量％
ＫＡＹＡＲＡＤ　Ｒ－７１２（日本化薬社製重合性多官能モノマー）　２５重量％
ＫＢＭ－４０３（信越化学社製シランカップリング剤）　　　　　　　１０重量％
ＢＹＫ－３５０（ビックケミー・ジャパン社製表面調整剤）　　　　　  ３重量％
ＢＹＫ－４１０（ビックケミー・ジャパン社製増粘剤）　　　　　　　  ２重量％
 
この時、透明樹脂組成物の酸価は０．２４ｍｇＫＯＨ／ｇであった。
【００７８】
　＜透明樹脂組成物１２の調整＞
下記組成の混合物をディゾルバーにて４０℃３時間攪拌後、フィルターで濾過することに
より透明樹脂組成物１０を得た。
Ｉｒｇａｃｕｒｅ　１８４（ＢＡＳＦ社製光重合開始剤）　　　　　　１０重量％
Ｕ－１５ＨＡ（新中村化学社製重合性多官能モノマー）　　　　　　　６０重量％
アロニックスＭ－３０５(東亞合成社製重合性多官能モノマー)  　　　１５重量％
ＫＢＭ－４０３（信越化学社製シランカップリング剤）　　　　　　　１０重量％
ＢＹＫ－３５０（ビックケミー・ジャパン社製表面調整剤）　　　　　  ３重量％
ＢＹＫ－４１０（ビックケミー・ジャパン社製増粘剤）　　　　　　　  ２重量％
 
この時、透明樹脂組成物の酸価は０．２６ｍｇＫＯＨ／ｇであった。
【００７９】
　＜透明樹脂組成物１３の調整＞
下記組成の混合物をディゾルバーにて４０℃３時間攪拌後、フィルターで濾過することに
より透明樹脂組成物１３を得た。
Ｉｒｇａｃｕｒｅ　１８４（ＢＡＳＦ社製光重合開始剤）　　　　　　１０重量％
Ｕ－１５ＨＡ（新中村化学社製重合性多官能モノマー）　　　　　　　６０重量％
アロニックスＭ－３０５(東亞合成社製重合性多官能モノマー)  　　　１０重量％
ＵＳ-ＴＤ-１２Ｐ（大阪有機化学社製重合性多官能モノマー：酸価２０ｍｇＫＯＨ／ｇ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ５重量％
ＫＢＭ－４０３（信越化学社製シランカップリング剤）　　　　　　　１０重量％
ＢＹＫ－３５０（ビックケミー・ジャパン社製表面調整剤）　　　　　  ３重量％
ＢＹＫ－４１０（ビックケミー・ジャパン社製増粘剤）　　　　　　　  ２重量％
 
この時、透明樹脂組成物の酸価は１．３２ｍｇＫＯＨ／ｇであった。
【００８０】
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　本発明の実施例および比較例に用いる透明樹脂組成物を表１に示す。
【００８１】
【表１】

【００８２】
　＜電極保護層の評価方法＞
［鉛筆硬度］
「JIS Ｋ　５６００　塗料一般試験方法」に準じて、引っかき硬度（鉛筆法）を実施し、
ガラス基板上の電極保護層の鉛筆硬度を測定した。
【００８３】
　［全光線透過率］
ヘーズメーター（ＮＤＨ２０００、日本電色工業社製）を用いて、ガラス基板上に形成し
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た電極保護層の全光線透過率を測定した。全光線透過率９９％以上を透過率良好として○
、９９％未満を透過率不良として×とした。
【００８４】
　［密着性試験］
「JIS Ｋ　５６００　塗料一般試験方法」に準じて、付着性（クロスカット法）を実施し
、電極保護層のガラス基板への密着性を評価した。その結果、分類０～1を密着性良好と
して○、分類２～３を使用可能として△、分類４～５を密着不良として×と判定した。
【００８５】
　［耐衝撃試験］
ガラス基板上にスパッタにて銅-ニッケル合金を０．１μｍ成膜後、続けて銅を０．５μ
ｍ成膜した後、アデカケルミカ（ＡＤＥＫＡ社製）を用いてエッチングにより導体幅５μ
mの配線テストパターンを形成した。配線テストパターンを形成したガラス基板上に、導
通検査ができるように両端を除いて電極保護膜を形成した。高さ３０ｃｍから重量３０ｇ
の鋼球を配線パターン及び電極保護膜を形成したガラス基板上に落下させ、試験後に導通
検査機（ミヤチシステムズ社製ＦＰμ－３６００）を用いて導通確認を実施した。その結
果、導通確認できたものを耐衝撃性良好として○、断線を確認したものを耐衝撃性不良と
して×と判定した。
【００８６】
　［高温高湿通電試験］
Ｌｉｎｅ／Ｓｐａｃｅ＝１０μｍ／２０μｍの銅配線による櫛歯パターンを形成したガラ
ス基板上に電極保護膜を形成した。電極保護膜を形成したガラス基板の櫛歯パターンにＤ
Ｃ１０Ｖを印加した後、温度６０℃相対湿度９０％の恒温恒湿槽に投入した。２０００ｈ
以上短絡が発生しないものを絶縁性良好で○、１０００ｈ以上２０００ｈ未満で短絡が発
生するものを使用可として△、１０００ｈ未満で短絡が発生するものを絶縁不良として×
と判定した。
【００８７】
　（実施例１）
透明樹脂組成物１を用いて、ガラス基板上にスクリーン印刷版（メッシュ５００、乳剤厚
１０μｍ、紗厚２０μｍ）を用いてスクリーン印刷にて塗布した。次に、オーブンにて９
０℃２０分間プリベークを行って溶剤分を除去し、高圧水銀灯(アイグラフィックス社製
コンベアUV照射装置)にて５００mJ／ｃｍ２の露光を行った。オーブンにて１２０℃３０
分間焼成を行い、ガラス基板上に電極保護層を膜厚４μｍにて形成した。電極保護層２９
は前記評価方法に従い、評価を実施した。
【００８８】
　（実施例２）
透明樹脂組成物２を用いること以外は、実施例１と同様にして電極保護層を作製した。
【００８９】
　（実施例３）
透明樹脂組成物３を用いること以外は、実施例１と同様にして電極保護層を作製した。
【００９０】
　（実施例４）
透明樹脂組成物４を用いること以外は、実施例１と同様にして電極保護層を作製した。
【００９１】
　（実施例５）
透明樹脂組成物５を用いること以外は、実施例１と同様にして電極保護層を作製した。
【００９２】
　（実施例６）
透明樹脂組成物６を用いること以外は、実施例１と同様にして電極保護層を作製した。
【００９３】
　（実施例７）
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【００９４】
　（実施例８）
透明樹脂組成物８を用いること以外は、実施例１と同様にして電極保護層を作製した。
【００９５】
　（実施例９）
透明樹脂組成物９を用いること以外は、実施例１と同様にして電極保護層を作製した。
【００９６】
　（比較例１）
透明樹脂組成物１０を用いること以外は、実施例１と同様にして電極保護層を作製した。
【００９７】
　（比較例２）
透明樹脂組成物１１を用いること以外は、実施例１と同様にして電極保護層を作製した。
【００９８】
　（比較例３）
透明樹脂組成物１２を用いること以外は、実施例１と同様にして電極保護層を作製した。
【００９９】
　（比較例４）
透明樹脂組成物１３を用いること以外は、実施例１と同様にして電極保護層を作製した。
【０１００】
　表２に実施例１乃至９および比較例１乃至４の評価結果を示す。
【０１０１】
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【表２】

【０１０２】
　表２の結果より、鉛筆硬度が４Ｈ～８Ｈであれば、耐衝撃性および密着性に優れた電極
保護層２９であることを確認した。この時、少なくとも（Ａ）光重合開始剤、（Ｂ）重合
性多官能モノマー、（Ｃ）シランカップリング剤を含有する透明樹脂組成物の酸価が０．
５ｍｇＫＯＨ／ｇ以上である実施例２～７においては十分な鉛筆硬度を保ったままでガラ
ス基板との密着性が非常に良好な結果であった。しかし、酸価が２ｍｇＫＯＨ／ｇ以上で
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例２において、鉛筆硬度が４Ｈ未満であると耐衝撃性が悪化することが確認された。一方
、比較例３および比較例４より、鉛筆硬度が９Ｈ以上では耐衝撃性は良好だが、ガラス基
板との密着性が悪化することが確認された。本発明の電極保護層を用いることにより、カ
ラーフィルタ基板の裏面に少なくとも座標検出電極の内の検出電極が形成された液晶表示
パネルを歩留り良く形成することが可能となる。
【産業上の利用可能性】
【０１０３】
　本発明は、携帯電話機や、携帯情報端末などの電子機器用の座標検出機能付き画像表示
装置として利用することができる。
【符号の説明】
【０１０４】
　       
１０：液晶表示パネル
１１：アレイ基板
１２：カラーフィルタ基板
１３Ａ、１３Ｂ：偏光板
１４Ａ、１４Ｂ：透明基板
１５：ＴＦＴ層
１６：液晶層
１７：着色画素層
２０：タッチパネルセンサー
２１：透明基板
２２：座標検出層
２３：走査電極
２４：ジャンパ配線
２５：絶縁膜
２６：金属配線
２７：絶縁保護膜
２８：検出電極
２９：電極保護層
３０：粘着剤
３０Ａ、３０Ｂ：粘着層
３１：カバーガラス
３２：加飾層
３３：飛散防止層
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